
２０１９年度 公益社団法人鎌倉青年会議所 理事長報告 
第５５代理事長 潮見 雅利 

 

 「覧古考新」「過去から学び、自ら考え、新たなまちを描こう」、２０１９年度の公益社

団法人鎌倉青年会議所はこれらのテーマとスローガンを掲げ、１年間運動を展開してきま

した。今、私たちが生きている瞬間は、過去からの歴史の流れの１点に過ぎないことを念

頭に置いた上で、先輩諸氏が５５年もの間築き上げてきたまちづくりの歴史やそこに込め

られた想いを理解し、今のまちに存在する問題を見定め、新たな解決策を提示することが

当会議所に求められるまちづくりであると考えました。 

 本年は、一人でも多くの人と共にまちのことを考え問題を解決していこうとする共感の

輪を広げ、愛着を持って未来を創っていけるまちの実現に向けて、市民の皆様がまちを理

解するために必要な、まちの全体像を広く発信する場を創り出すための活動を行ってきま

した。 

 「まちを良く理解し未来を創っていくためのきっかけの創出」のテーマのもと、まちづ

くり委員会は活動しました。３月の「県議会議員選挙の公開討論会」では、立候補予定者

が考える政策、まちへの思い、人柄などを直接感じる機会をつくり、来場者の多くの方に

県政を身近なものとして捉えていただくことができました。次に、「第５１回慈善茶会」で

は「新たなる未来を共に」というテーマのもと、近年最高の来場者数に恵まれ茶道を通じ

て各世代の人と人を結びつけ新たな地域コミュニティ創生に向けた一歩を実現しました。

そして、その後の懇親会では、慈善茶会の成功に向けてご尽力いただいた関係諸団体の皆

様や共に汗を流した仲間たちと交流の場を設け、信頼関係や繋がりをさらに強固にするこ

とができました。最後に、１１月の「鎌倉舞フェスタ」では大船観音寺を舞台として、大

船の地で踊りと祭りをテーマに老若男女問わず１０００名を超える来場者のもと、世代を

超えた地域コミュニティを創出しました。 

 「運動を発信する原動力となる、会員拡大と会員の資質向上」のテーマのもと、拡大研

修委員会は活動しました。拡大活動については、過去の手法を精査した上で本年度新たに

異業種交流会を月１回のペースで開催するなど、様々な工夫を凝らしてくれました。最初

はなかなか結果が出なかった拡大活動も、委員会一丸となった努力によって徐々に身を結

び、本年度卒業生の数を超える８名もの会員拡大を成し遂げることができました。例会に

ついて振り返ると、２月の「青年会議所の意義や魅力を学び共有しよう」では、神奈川ブ

ロック協議会会長公式訪問への参加を通じて、会員が青年会議所運動の意義を深く理解す

ることができました。次に、６月の「３ＬＯＭ合同例会 湘南の未来を考える」では、Ｓ

ＤＧｓを通じたまちの問題への解決手法を学ぶとともに、近隣ＬＯＭとの仲間の繋がりを



強化することができました。次に、８月の「自分で決めた目標を達成しよう〜できる大人

の目標達成術〜」では、会員の意識変革を促すことで青年会議所運動を率先して行動でき

るようになる人材になるための一助となったと同時に、多くのゲストの方に参加いただき

３名もの入会者を出すことができました。最後に、１２月のアカデミー会員による事業で

は、アカデミー会員がともに事業構築のプロセスを勉強することによって、早期に当会議

所を支える会員に成長する一助となりました。 

 「これまでのまちづくり運動を知り、感謝し、共感の輪を広げて未来へとつなぐ」のテ

ーマのもと、５５周年記念委員会は活動しました。３月の「５５周年記念メモリアルデー」

では、これまで当会議所の発展を支えてきた先輩諸氏、そしてスポンサードＬＯＭである

公益社団法人横須賀青年会議所に対する感謝を表すとともにこれまでの当会議所の運動を

知ることができました。次に、１０月の「５５周年記念事業 子どもの自己肯定感と非認

知能力を伸ばす子育てと教育」では、これまで当会議所ではあまり着目してこなかった保

護者の視点から見た子育てと教育にスポットライトを当て、子どもの未来について考える

きっかけを作りました。結果、多くの市民に来場いただき、共感の輪を広げる一助となり

ました。最後に、記念品としてポロシャツの作成、５５周年記念誌の作成を通じて当会議

所の認知度向上を達成することができました。 

 「すべての運動の基礎となる組織」のテーマのもと、総務渉外委員会は活動しました。 

１年を通じて総会や理事会などの会議設営により、会員が運動を創ることに集中できる環

境を整えることができました。次に、１月の「賀詞交歓会」、７月の「次年度理事長を祝う

会」、そして１２月の「卒業生を送る会」では、先輩諸氏や関係諸団体の皆様との交流の場

を設けました。また、４月の「失敗しない！！広報戦略事業〜時代の流れを超越したＳＮ

Ｓ活用術〜」では、当会議所の運動を各世代の市民に対して発信する方法を学びました。

そして、９月の「第４７回神奈川ブロック大会横須賀大会への参加」では、神奈川ブロッ

ク協議会の運動意義を知ることで、まちの課題解決に向けたヒントを得ることができまし

た。最後に、年間を通じた渉外、広報活動によって市民に共感を得る一助となりました。 

 また、本年はＬＯＭにとどまらず、大崎厚郎君が公益社団法人日本青年会議所関東地区

神奈川ブロック協議会の会長として、１年間神奈川ブロック協議会の運動を先頭に立って

牽引してきました。当会議所としても牧田運営専務や松永事務局長をはじめ多くの会員に

出向していただき、ＬＯＭ一丸となって下支えをしてきました。その結果、神奈川ブロッ

ク協議会の運動が滞りなく発信できたことの一助となったと同時に、全ての会員が更なる

成長を遂げたと確信します。 

 上記の通り、全会員一丸となって活動した結果、２０１９年度の当会議所はこれだけの

成果を残すことができました。しかし、ＪＣ活動への参加という面において残念なことが



ありました。それは、第１１４回臨時総会にて４名もの会員が除名となってしまったこと

です。会員それぞれに理由はあるにせよ、今後の会の運営について大きな課題を残す結果

となってしまいました。社会環境が大きく変わる中で、会員の置かれた立場や環境も数年

前とは大きく変わっていることは必然のことです。しかし、これからも変わらないことは、

私たちがＪＣ活動を行えているのは、それを支えてくれる自らの会社、従業員、家族、そ

してＪＣ活動を共に行う同志の支えがあるからだということです。自らを支えてくれる人

に対する感謝、そして同志に対する気配りを忘れず、ＪＣ活動を行う意義をしっかりと周

囲に伝えながら活動を続けることが大切なのではないかと考えます。 

結びになりますが、当会議所の運営を私の一番近くで支えてくれた米澤専務、牧田副理

事長、二見副理事長、そして全ての会員の皆様、先輩諸氏、私がＪＣ活動を行うにあたっ

て快く送り出してくれた家族に深く感謝と御礼を申し上げ、２０１９年度の報告といたし

ます。１年間本当にありがとうございました。 
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副理事長報告 
 

 
副理事長 牧田 芳明 

 
２０１９年度、拡大研修委員会の担当副理事長を務めさせていただきました。柿崎委員長

率いる拡大研修委員会は、拡大活動のほかに２月、６月、８月の３つの例会とアカデミー事

業であるルーキーズを担当しており、現在青年会議所が全国的に力を入れて取り組んでい

る重要な事業に携わる機会を頂けただけたこと感謝しております。 
本年度は拡大活動に関して新たなチャレンジを試みてきました。異業種交流会の定期的

な開催や日本の賛助企業でもあるアチーブメント様の講師を呼んでの公開委員会等を行い、

様々な形での拡大のアプローチにチャレンジしたことが８名という拡大の実績につながっ

たと考えております。またルーキーズ事業においては、実際の背景目的の構築とは別に、ペ

ーパーレス事業の実施という挑戦を試みて、次年度以降への新たな可能性を示すこともで

きました。拡大とアカデミー、現在日本本会も含めた日本全国の青年会議所が最重要課題と

して携わっている事業です。その事業に１年間携われたことは様々な学びを頂けた１年と

なりました 
 最後になりますが、１年通して委員会を引っ張ってきた柿崎委員長、それを支えてきた長

野副委員長をはじめとする委員会メンバー、共に１年を活動してきた正副メンバー、そして

この機会を頂きました潮見理事長をはじめと致します鎌倉青年会議所の全てのメンバーに

感謝を申し上げ、副理事長報告とさせていただきます。 
 １年間ありがとうございました。 
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副理事長報告 
 

副理事長 二見 宏史 
 

 本年私は５５周年記念委員会の担当副理事長を務めさせていただきました。 
 本年度は、５５周年の節目にふさわしい潮見理事長のテーマやスローガンのもと、５５

周年記念委員会は大きな各々の事業を行うことができ、大変意義深い一年でした。５５周

年記念委員会の具体的な活動報告につきましては、委員会報告をぜひ御覧ください。 
 特に印象深いものとしては、対外事業として１０月に行いました公益社団法人鎌倉青年

会議所設立５５周年記念事業「子どもの自己肯定感と非認知能力を伸ばす子育てと教育に

ついて」についてです。本事業は、潮見理事長のご出身である東京大学の現役教授で、Ｎ

ＨＫなどのテレビにも多数ご出演されている先生を講師にお迎えし、記念事業にふさわし

い会場で、多くの市民や教育関係者をお呼びすることができました。このことは、新たな

試みとしての成功であると思います。 
 そして松永副委員長には委員長が不在の中、５５周年記念誌の作成を中心になって行っ

ていただきまして、大変感謝しております。松永副委員長に記念誌作成を分担していただ

けなければ、本年の私のＪＣ活動及び５５周年記念委員会の活動は、いずれも決して最後

までやりきれなかったはずです。 
 最後に、当会議所を牽引しながらも５５周年記念委員会を支えてくださった潮見理事長、

不測の事態の中でも柔軟に対応してくださった正副の皆さま、少ないメンバーの中で例会

運営にご尽力くださった委員会メンバーの皆さま、事業構築に根気強くお付き合いくださ

り貴重なアドバイスやサポートをしてくださいました樋渡理事長をはじめといたします、

全てのメンバーに感謝を申し上げ、副理事長報告とさせていただきます。 
 １年間ありがとうございました。 
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専務理事報告 
 

 

専務理事 米澤 寿人 

 

私は本年度、潮見理事長体制の専務理事として、一年間活動をさせて頂きました。専務と

言えば理事長を支える重要な役目。潮見理事長からお話を頂いた時は、この様な大役を引き

受けて良いのかという不安もありました。ですが、それ以上に同期入会であり、同期委員長

の潮見君が理事長の大役を務めると聞き、何かできる事があれば手伝いたい。その一心で専

務の職を受けた事を今でもはっきりと覚えています。 

潮見理事長が掲げる「覧古考新」のテーマのもと、正副の一員として総務渉外委員会を担

当させて頂きました。当委員会では５例会を担当する事となり、その他にも会議の設営、広

報、渉外を担うなど大変でしたが、片根委員長をはじめとする委員会メンバーの活躍により、

一年を無事に終える事が出来ました。本当に大変な一年だったとは思いますが、やりきるこ

とが出来たことこそが一番大切な事だと考えています。 

その他にも、専務としての役割は目に見えない部分が多いことに驚きました。先輩諸氏と

の連絡調整では、様々な案件がある度に総務担当の磯部先輩に様々なアドバイスを頂きま

した。そして LOM 内の事務作業では、予定者の段階から年末最終日まで、松延さんに助けら

れました。神奈川ブロックをはじめとする対外との調整では牧田副理事長に大変お世話に

なりました。今年一年、多くの人に支えられてここまで専務という役を続けられた事に感謝

いたします。そして改めて、青年会議所は機会の提供を行う組織であると同時に、その機会

を成し遂げる為に多くの方々に助けて頂ける素晴らしい組織だと実感しました。 

専務という役職は本当に大変な役職だと思います。ですが、大変とは「大きく変わる」と

いう文字のごとく、専務という大役を務めるために自分はどう変わるべきなのかを考えさ

せられる一年間でした。私は今年一年、公私ともに本当に大変な一年でした。ですが、それ

こそが鎌倉青年会議所が私に与えて下さった機会の提供であり、私自身、大きく変われたと

思っています。今後、会員の皆様にも多くの機会があると思います。その時には、少し背伸

びをしてその機会を活かして頂きたいと思います。背伸びをするという事は、今の環境が変

化するという事であり、背伸びをすればするほど大きく変わるチャンスだと考えています。 

 最後になりますが、未熟な私に機会を頂けた潮見理事長、いつもアドバイスを頂けた今

村監事、大崎監事、ご指導を頂けた樋渡直前、そして私を支えて下さった全ての会員の皆様、

先輩諸氏の皆様へ感謝を申し上げ、専務理事報告とさせて頂きます。 
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２０１9 年度 委員会事業報告 
 

 
 

まちづくり委員会 

 

拡大研修委員会 

 

５５周年記念委員会 

 

総務渉外委員会 
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まちづくり委員会 

                

●委 員 長 名：西崎 肇                

●副 委 員 長 名：三橋 肇 

●委 員 名：岩本 和憲、岩濱 サラ、波多江 悠、宮沢 輝、御代川 太、 

森山 圭多、脇本 遼 

 

１）事業報告 

（Ⅰ）まちの問題に関心を持つ事業 

 （ａ）内   容：統一地方選挙の県議会議員選挙の公開討論会 

 （ｂ）時   期：２０１９年 ３月２６日（火） 

 （ｃ）開 催 場 所：鎌倉商工会議所 地下ホール 

 （ｃ）対   象：正会員１９名、立候補予定者４名、一般市民６１名 

 

（Ⅱ）第５１回慈善茶会の開催 

 （ａ）内   容：第５１回慈善茶会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１９年 ５月１２日（日） 
（ｃ）開 催 場 所：大仏殿高徳院 
（ｄ）対   象：正会員２７名、ＯＢ３０名、お客様５９９名、来訪ＪＣ９３名 

茶道裏千家淡交会鎌倉支部２０名、茶道裏千家淡交会鎌倉青年部３０名 

鎌倉女子大学茶道部２０名、県立七里ガ浜高校茶道部１０名、 

県立深沢高校茶道部１０名、鎌倉ユネスコ協会２０名、こばとナーサリー２１名 

 

（Ⅲ）関係諸団体と信頼関係をより深める交流事業 

 （ａ）内   容：第５１回慈善茶会後の懇親会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１９年 ５月１２日（日） 
（ｃ）開 催 場 所：二楽荘 

（ｄ）対   象：正会員１８名、ＯＢ１２名、来賓１８名 

 

（Ⅳ）活力にあふれる地域コミュニティを創出する文化事業の開催 

 （ａ）内   容：世代間交流文化事業 

 （ｂ）時   期：２０１９年１１月１７日（日） 
（ｃ）開 催 場 所：大船観音寺 

 （ｄ）対   象：正会員２３名、出演団体２０６名、出店団体２２名、一般市民７２０名 
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２）委員会報告 

 本年度のまちづくり委員会では、地域コミュニティを活性化させていく為に、まちの良い側面を伸ば

しつつ、市民一人ひとりが各世代の交流を深め、まちに興味を持ち、まちを知る機会の提供が必要であ

り、世代間交流の場を増加させることにより、このまちの新たな姿を思い描くきっかけとなると考え、

一年間活動しました。 

 まちの問題に関心を持つ事業の開催では、４年に一度の統一地方選挙の神奈川県議会議員選挙におけ

る公開討論会を開催し、当会議所が中立の立場で、あまり知られていない県議会議員の仕事の内容から、

立候補予定者が考える政策、まちへの想い、人柄などを直接感じる場を創出することで、無投票であっ

た前回と比べ、本公開討論会が市民の皆様に県政を身近に感じる事の出来る良い機会となったと考えま

す。次に、第５１回慈善茶会では、昨年５０回という節目を迎えた翌年であり、令和という新しい時代

に、テーマを「新たなる未来を共に」とし開催しました。当日は茶道裏千家千宗室御家元による献茶式

をはじめ関係諸団体による呈茶、そして本年は母の日という事で、オリジナル懐紙のプレゼントや和菓

子作りのワークショップなど、様々な所で新たな試みをさせて頂きました。本茶会を通じて各世代の人

と人を結び付け、地域コミュニティ活性化の一歩として、市民がまちを知り、世代間の交流を深めるま

たとない機会となりました。そして茶会後には関係諸団体と信頼関係をより深める交流事業として懇親

会を開催しました。当事業においては様々なアトラクションを設え、その中でも懇親会の記録を写真で

共有することで、関係諸団体と継続的な体感共有が実現でき、茶会のテーマに沿った交流が未来へとつ

ながっていくことが出来たと考えます。最後に、活力にあふれる地域コミュニティを創出する文化事業

の開催では、「踊り」をテーマに各世代の人と人が結び付く新しい交流の場として、地域コミュニティ

活性化の一歩となる事を目的とし「鎌倉舞フェスタ」を大船観音寺にて開催させて頂きました。当日は

天候にも恵まれ、来場者、出演団体、関係諸団体を合わせて約１０００人規模の事業となり、今の鎌倉

のまちには無い初めての事業として、多くのメディアにも取り上げられたのはもちろんの事、当会議所

をあまり知らない来場者、出演団体にご満足頂ける内容の事業を実施できたことは、まちづくり事業と

して広く認知される一助になったと確信します。 

 当委員会の活動を本年度テーマである「覧古考新」の精神で推し進めたことにより、市民がまちへの

関心を高められることができ、世代間交流事業を増加し発信していったことで、このまちの新たな姿を

思い描くきっかけを創出し、地域コミュニティ活性化の一助とすることが出来たと考えます。 

 最後になりますが、まちづくり委員長という大役を仰せつかったことを大変光栄に思うとともに、自

分自身が大きく成長できる貴重な機会を与えて下さった潮見理事長、事業をより良くするために様々な

意見をいただきました正副役員と監事の皆様、どんな時でも支えてくれた三橋副委員長をはじめとする

委員会メンバーの皆様、そして委員会の垣根を超えてご協力賜りました鎌倉青年会議所のメンバー皆様

に、心から感謝を申し上げ、委員会報告とさせていただきます。１年間本当にありがとうございました。 
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拡大研修委員会 

                

●委 員 長 名：柿崎 孝宏 

●副 委 員 長 名：長野 トーマスマコト 

●委 員 名：石井 政彦、磯野 享史、奥西 希生、中村 太一、根本 紗央里 

 

１）事業報告 

（Ⅰ）会員拡大と継続拡大基盤の作りの実施 

 （ａ）内   容：会員拡大活動並びに継続拡大できる基盤作り 

 （ｂ）時   期：２０１９年 １月～１２月 
 （ｃ）対   象：会員を対象に４０名程度並びに入会希望者 

 （ｄ）結果の公表：ホームページ並びに総会資料に掲載 

 

（Ⅱ）青年会議所運動の方向性を学ぶ事業の実施 

 （ａ）内   容：神奈川ブロック協議会会長公式訪問への参加 

 （ｂ）時   期：２０１９年 ２月 ５日（火） 
（ｃ）開 催 場 所：鎌倉商工会議所３０１会議室 
（ｄ）対   象：正会員３４名、 

 

（Ⅲ）まちへの関心を高めて学ぶ事業の実施 

 （ａ）内   容：６月例会３ＬＯＭ合同例会「湘南の未来を考える」 

 （ｂ）時   期：２０１８年 ６月１１日（火） 
（ｃ）開 催 場 所：ライブハウスハニービー 
（ｄ）対   象：公益社団法人 鎌倉青年会議所   ２０名  

    一般社団法人 逗子葉山青年会議所  ８名 

    一般社団法人 藤沢青年会議所   ２１名 

 

（Ⅳ）若者たちと語り運動やまちの魅力を伝える事業の実施 

 （ａ）内   容：８月例会「自分で決めた目標を達成しよう」～できる大人の目標達成術～ 

 （ｂ）時   期：２０１９年８月２０日（火） 
（ｃ）開 催 場 所：鎌倉芸術館 集会室 

 （ｄ）対   象：正会員２３名、対象者２５名 

 

 

２）委員会報告 

 本年度の拡大研修委員会では、まちで活躍する若者を一人でも多く集めて、まちに対して関心を高め

て組織一丸となった運動をしていく必要があると考えました。 

 本年度では新たな試みとして入会へのハードルを下げ、青年会議所への関心や理解を深める為、また
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仲間やお知り合いを誘いやすくするために拡大のツールとして月一回で異業種交流会を行いました。毎

月行う事は非常に大変でしたが対象者との関係性を高めるのに有効でした。 

 ２月例会では、本年度、会長、運営専務、事務局長等多くのメンバーが輩出となった日本青年会議所

関東地区神奈川ブロック協議会の会長公式訪問を例会といたしました。こちらではメンバーに神奈川ブ

ロックの運動指針や青年会議所会員としての考え方を学び大きな運動を行うスタートを切ることがで

きました。 

 ６月例会では、普段は関わる事の少ない逗子葉山青年会議所や藤沢青年会議所とまちの事を考える為

に日本青年会議所が推し進めているＳＤＧｓ２０３０カードゲームを例会で行いました。交流を介しＬ

ＯＭの垣根を越え意見を出し合い真剣にゲームを行いＳＤＧｓに関しての知識を高めることができま

した。 

 ８月例会では、対象者を多く集めてアチーブメント株式会社をお招きし目標達成への技術学ぶ例会を

行いました。対象者を３０名集めるという目標を掲げ努力しましたが２５名と言う結果に終わりました

が当日に３名の方に入会への意思表示をいただきました。また例会では参加してくれた方が自己の成長

につながったのではないかと考えます。 

 拡大活動は青年会議所にとって課題であり、常に行っていかなければなりません。本年度以降少しで

も継続していく為に引継資料としてデータを残して行ったり、異業種交流会を引き継いだりと行ないま

した。 

 結びとなりますが青年会議所の事を深く理解していない私には非常に重い役職であると、また人前で

話すことが苦手で営業も苦手であった私に委員長というチャンスをいただけて少しでも成長できたこ

と、８人の拡大に成功しなおかつ女性が２名増えたことは私のみならず、委員会メンバーはもちろんの

事、会員全員の結果だと考え感謝を申し上げます。 
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５５周年記念委員会 
 
●担当副理事長名：二見 宏史 
●副委員長名：松永 充広 

●委員名：竹村 眞、永田 磨梨奈、松原 洋平、吉田 健次、三宅 孝昌 

 
１）事業報告 

（Ⅰ）交流事業の開催 

 （ａ）内  容：メモリアルデーの開催 

 （ｂ）時  期：２０１９年 ３月 

（ｃ）開催場所：アマンダンブルー鎌倉 

（ｄ）対  象：会員２２名、ＯＢ２０名 

  
（Ⅱ）市民に当会議所を認知・共感してもらうための記念事業の開催 

 （ａ）内  容：５５周年記念事業の開催 

 （ｂ）時  期：２０１９年１０月 

（ｃ）開催場所：鎌倉プリンスホテル 

（ｄ）対  象：会員１８名、市民１５７名 

  
（Ⅲ）５５周年記念誌の作成 

 （ａ）内  容：５５周年記念誌の作成 

 （ｂ）時  期：２０１９年１月～１２月 

 

（Ⅳ）記念品の作成 

 （ａ）内  容：記念品の作成 

 （ｂ）時  期：２０１９年５月 

 
２）委員会報告 
 本年度、５５周年記念委員会は、明るい豊かな社会の実現を目指して、鎌倉青年会議所

がこれからも長く継続的にまちづくり運動を続けていくために、これまでの当会議所の歴

史を築きあげてこられた諸先輩方、それに共感してくださった市民の皆様との強いつなが

りを今まで以上にもち続けることを考えて活動してきました。 
 交流事業として、５５周年記念のメモリアルデーの開催し、設立にご尽力頂いた公益社

団法人横須賀青年会議所様並びに５５年間活動を続けてこられたＯＢ諸氏に敬意を表し感

謝を伝え、ともに祝い交流を深めました。 
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 市民に当会議所を認知・共感してもらうための記念事業として、公益社団法人鎌倉青年

会議所設立５５周年記念事業「子どもの自己肯定感と非認知能力を伸ばす子育てと教育に

ついて」と題し、東京大学大学院教育学研究科教授の遠藤利彦先生による講演会を開催し

ました。当事業を通じて子どもの教育について市民や教育関係者とともに学ぶことで、市

民と当会議所の信頼・共感が高まり、ともにまちの未来について考えるきっかけとなりま

した。 
 記念誌を作成し，当会議所設立５５周年という節目の年に，単年度制により連綿と続い

てきた当会議所が今後もまちに対し運動を行っていく上で、先輩諸氏が築いてこられた歴

史をより深く理解し、そこからより進化した運動を起こすきっかけ作りを行いました。 
 記念品としてポロシャツの作成を行い、節目の年である本年に、このまちを想い活動さ

れてきた先輩諸氏の想いを受け継ぎ、改めて当会議所メンバーが今後のまちを考える機会

となりました。 
 当委員会の取り組みにより、「明るい豊かな社会の実現」のための当会議所運動に寄与で

きたと確信いたします。当委員会の活動にご参加ご協力をいただきました全ての皆様に深

く感謝を申し上げ、事業報告とさせていただきます。１年間、ありがとうございました。 
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総務渉外委員会 

                

●担当専務理事名：米澤 寿人 

●委 員 長 名：片根 竜哉                

●副 委 員 長 名：山上 亮 

●委 員 名：魚住 智哉、大西 広朗、大森 啓田、河江 德子、菅 倫明、斉藤 正朗、 

中山 陽一、メタ バラッツ 

●作 成 者 名：片根 竜哉 

 

１）事業報告 

（Ⅰ）会議の開催及び青年会議所運営全般 

 （ａ）内   容：総会並びに理事会の開催、青年会議所の運営 

 （ｂ）時   期：２０１９年 １月～１２月 

（ｃ）結   果：理事会をスケジュール通りに、定足数を満たし開催いたしました。 

第１１２回総会   出席２３名 委任状６通 

第１１３回臨時総会 出席２４名 委任状８通 

第１１４回臨時総会 出席２０名 委任状１５通 

（Ⅱ）交流会の開催 

 （ａ）内   容：新年式典・賀詞交歓会、次年度理事長を祝う会、卒業生を送る会の開催 

 （ｂ）時   期：２０１９年１月、７月、１２月 

 （ｃ）結   果： 

新年式典・賀詞交歓会 会員２６名、ＯＢ２６名、来賓２９名、来訪ＪＣ６８名、ゲスト参加１名 

次年度理事長を祝う会 会員２４名、ＯＢ１８名 

卒業生を送る会の開催 会員３５名、ＯＢ２３名 

（Ⅲ）神奈川ブロック大会から使命感を得て学ぶ事業 

 （ａ）内   容：神奈川ブロック大会横須賀大会への参加  

 （ｂ）時   期：２０１９年 ９月７日 

（ｃ）結   果：会員１７名、ＯＢ４名 

（Ⅳ）渉外に関する事業 

 （ａ）内   容：公益社団法人日本青年会議所本会、関東地区協議会並びに神奈川ブロック協議会 

の事業への参加、出向者支援、関係諸団体事業への参加 

 （ｂ）時   期：２０１９年 １月～１２月  

（ｃ）結   果：年間を通じて、参加を促進し、出向を支援することができました。 

（Ⅴ）広報に関する事業 

 （ａ）内   容：鎌倉青年会議所の運動発信、ホームページ、ＳＮＳの管理、運営 

 （ｂ）時   期：２０１９年 １月～１２月  

（ｃ）結   果：年間を通じて、ホームページの更新、ＳＮＳの管理を行うことができました。 
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２）委員会報告 

 ２０１９年度総務渉外委員会では、当会議所の方向性を力強く共有し繋いでいく機会を創出するとと

もに、会員同士がそれぞれの観点から議論を重ねて目的に沿った事業を展開できるように下支えする強

固な組織運営をすることが、明るい豊かな社会の実現に向けて活動する当会議所の根幹を支える一助に

なると考え、一年間活動しました。 

会議の開催及び青年会議所運営全般では、重要な意思決定機関である総会及び理事会に会員の積極的

な参加を促し、会議運営手法の浸透させることによって、円滑な会務運営を行いました。次に、交流会

の開催では、当会議所の歴史と伝統を形作っていただいたＯＢ諸氏、関係諸団体の皆さまとの交流を図

りました。その関りの中から会員が地域社会の中で果たすべき役割について学び、当会議所の方向性を

強く共有いたしました。渉外に関する事業の一つとして、神奈川ブロック大会横須賀大会への参加を行

い、ＬＯＭ単体では経験しがたいスケールの大きな事業とＬＯＭの垣根を超えた多くの人との交流を体

験し、出向者の支援と共に会員同士の結束に繋がりました。また、公益社団法人日本青年会議所本会、

関東地区協議会並びに神奈川ブロック協議会の事業への積極的な参加を促すと共に、出向する会員が修

練の場において研鑽を積めるように支援することで、より強い会員同士の結束に繋げてまいりました。 

当委員会の活動によって、会員が過去から学び、互いに団結し当会議所の目的を強く共有し、仲間を

想いながら、まちの未来を想う活動を継続することにより、今年度当会議所のテーマである「覧古考新」

の実現に近付くことができたと考えております。 

 最後になりますが、委員長という役を任せて下さった潮見理事長、いつも優しく、きめ細やかなご指

導をいただきました米澤専務、より良い事業構築のために様々なご意見をくださいました正副理事長と

両監事の皆様、そして、日々の委員会の運営を支えていただき、率先して協力してくださった委員会メ

ンバーの皆様に深く御礼を申し上げ、委員会報告とさせていただきます。１年間、本当に有難うござい

ました。 
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2019 年度 出向者報告 

 
■公益社団法人 日本青年会議所  

 

サマーコンファレンス運営特別委員会  委員 長野 トーマスマコト 

 

 ２０１９年度、私はサマーコンファレンス運営特別委員会の委員として出向者しまし

た。委員会では他ＬＯＭに在籍している様々なメンバーと交流することができ、神奈川県

のみならず、他県の方々と共に活動することができました。又、サマーコンファレンスと

いう重大な事業を運営する貴重な経験ができ、今後の自分の活動に活かし頑張っていきた

いと改めて感じました。最後に、このような素晴らしい機会をくださいました潮見理事長

をはじめといたします鎌倉青年会議所メンバーに感謝を申し上げ、出向報告とさせていた

だきます。ありがとうございました。 

 

サマーコンファレンス運営特別委員会  委員  根本 紗央里 

 

 ２０１９年度は日本青年会議所サマーコンファレンス運営特別委員会に出向させていた

だき、第２小委員会に配属されました。 

報告といたしまして、サマーコンファレンスを開催するにあたり、事前の広報や当日のゲス

トなどのアテンド等を行いました。 

参加するたびに日本全国に JCメンバーの知り合いができ、とてもいい経験をさせていただ

きました。この経験を活かし、来年以降はサマーコンファレンスの良さを LOM にもちかえ

り、より多くのメンバーに参加動員につなげられるよう励みます。 

鎌倉青年会議所理事長はじめ、たくさんのメンバーにご支援いただき、無事担いを終える 

ことができましたことをこの場をおかりしまして御礼申し上げます。 一年間大変お世話に

なりました。 

 

渉外委員会     委員  奥西 希正 

 ２０１９年度、私は日本青年会議所の総務グループ渉外委員として出向させて頂きまし

た。渉外委員として日本各地に赴く中で多くの絆を育み、様々な学びを得ることが出来まし

た。 

 出向という機会を頂きました潮見理事長をはじめ、鎌倉青年会議所のメンバー、ご指導頂

いたすべての皆様に深く御礼申し上げ出向者報告とさせて頂きます。一年間有難うござい

ました。 
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■公益社団法人 日本青年会議所 関東地区 神奈川ブロック協議会 

神奈川ブロック協議会    会長  大崎 厚郎 

 

２０１９年度、私は公益社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会へ会長

として出向させていただきました。ブロック協議会の会長には、公益社団法人日本青年会議

所の掲げる運動を推し進め、神奈川県内の各種課題を解決する為の県内での運動を推し進

め２１会員会議所の付託と信頼に答えていく二つの役割があったと考えております。会長

として全役員と力を合わせ、県内各地会員会議所から出向を頂いた会員と共に多様な方々

との関係性を構築することで、絆を創り、県内の様々な課題解決に挑戦をして参りました。

出向者との触れ合いや事業構築をしていくのは大変楽しいものであり、貴重な経験をさせ

て頂きました。また、どの事業をとっても県内２１会員会議所の為になる有益なものであっ

たと考えています。 

 神奈川ブロック協議会の会長として出向させて頂いた経験は、神奈川という地域を日本

のスケールで俯瞰的に見る機会であり、それはそのまま鎌倉青年会議所の現状を改めて認

識する大きな機会となりました。この青年会議所での出向という大きな機会で得られる成

長や喜びを鎌倉井青年会議所の皆様にお伝えをしていくと共に来年度も出向で得た貴重な

経験を青年会議所活動に活かしていきたいと思います。 

 最後に、出向という機会を与えて下った潮見理事長をはじめとする鎌倉青年会議所の皆

様、特に運営専務として協議会の仕切りを行って頂いた牧田芳明君、事務局長として事務

方を一手に引き受けてくれた松永充広君に心からの感謝を申し上げ出向者報告とさせて頂

きます。 

 

神奈川ブロック協議会    運営専務 牧田 芳明 

 

 私は２０１９年度神奈川ブロック協議会に運営専務として出向させていただきました。

神奈川ブロックへは何度か出向させていただいたことがありますが、役員としての出向は

初めてで、次年度段階では右も左もわからずに暗中模索をくりかえしつつ何とか前に進も

うと足掻いておりました。 

 しかし、年度が進んでいくにつれて経験豊富な役員の皆様のご協力もあり、徐々にではあ

りますが運営専務としての業務を理解できるようになり、日本本会や、関東地区協議会の事

業に参画する機会も頂きながら、様々な気づきと学びを頂くことが出来ました。そしてその

中で、私の心に一番強く残っているものは、神奈川ブロック協議会という組織は、日本の中

でも有数の本当に素晴らしいブロック協議会であるという事実を、実感として感じること

が出来たことです。「神奈川は一つ」、これは神奈川ブロック協議会内でたびたび耳にする言

葉ですが、これはただの言葉ではなく、神奈川ブロック協議会というものを一言で表した、

素晴らしい言葉であると思っております。 
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 この素晴らしい神奈川ブロックという組織の役員として一年を過ごさせていただいたこ

とは、私の誇りです。出向をさせていただきました潮見理事長、共に活動をしてきた松永事

務局長をはじめとする事務局メンバーの皆様、本当にお世話になりました。そして何よりこ

の大きな経験をさせて頂きました大崎会長に感謝を申し上げ出向者報告とさせていただき

ます。一年間本当にありがとうございました。 

 

神奈川ブロック協議会    局長  松永 充広 

 

 本年度、私は公益社団法人日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会事務局局長と

して出向させて頂きました。事務局の担いである、全体会議の設えや京都会議ブロックナイ

トの設営、ASPAC済州大会でのブース出展。緒会議の設営をさせていただきました。日々行

われている青年会議所活動の根幹を学ぶことが出来、それが青年会議所運動へと昇華され

る瞬間を体験できた事は今後の私の人生の中で大きな財産となりました。 

 最後になりますが潮見理事長をはじめとされる鎌倉青年会議所のメンバー、ともに出向

した県内青年会議所メンバーの皆様に感謝申し上げ、出向者報告とさせていただきます。 

 一年間有難うございました。 

 

会員会議所連絡会議    委員  片根 竜哉 

 

 本年度、私は日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会、会員会議所連絡会議の委員

として出向させて頂きました。本会議体の役割としては、会長公式訪問の準備、設えを行い、

また「志塾」と称して県内２１LOMの志高き同士の皆様と研鑽に励みました。今回の出向を

通じて、LOMの中では気づき得なかった広い視野で物事を捉えることなど多くの学びがあり

ました。この経験を活かして今後の活動に邁進して参りたいと思います。今回、このような

貴重な機会を賜りました潮見理事長、そして本会議体の活動にご理解とご協力を賜りまし

た多くのメンバーの皆様に心から感謝を申し上げ、出向者報告と代えさせていただきます。 

 

会員会議所連絡会議    委員  米澤 久人 

 

 本年度、私は神奈川ブロック協議会の会議体の一つである会員会議所連絡会議に委員と

して出向させて頂く機会を頂きました。当会議では、神奈川ブロックの会長が各地青年会議

所をまわる会長公式訪問の設えや年間３回行われる志塾の設営を行いました。ここでは各

地青年会議所の専務をはじめとする多くの方々との出会いは、私にとってかけがえのない

ものとなりました。鎌倉青年会議所という組織から出向して、各地の仲間たちと共に過ごし、

意見を交わす中で、改めて鎌倉の良い点、誇れる点に多く気づく機会を頂きました。 

 一年間、本当にありがとうございました。 
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拡大アカデミー委員会    委員  柿崎 孝宏 

 

 ２０１９年度、初の委員長の立場になり、拡大研修委員会という鎌倉青年会議所にとって

非常に重要な拡大をお受けすることとなりました。拡大についてまた青年会議についてま

だ浅い為、勉強をする為に神奈川ブロック協議会の拡大アカデミー委員会に出向させてい

ただきました。拡大、委員長の仕事をしながらではありますが、予定の合う日は常に参加さ

せていただき、出会いや気付きまた拡大に対する気持ちを高める機会になり充実した年に

なりました。出向し多くの仲間ができ、多くの事を経験できたことを感謝申し上げ報告とさ

せていただきます。 

 

拡大アカデミー委員会    委員  中村 太一 

 

 ２０１９年度、私は拡大アカデミー委員会に出向させていただきました。ブロックの委員

会では、他ＬＯＭのメンバーと交流し、意見交換ができました。しかし、自分が思ったほど

出席できなかった部分があり、貴重な経験を活かしきれなかったことをこれからの活動に

活かしていきたいと思っています。出向という機会を頂きました潮見理事長をはじめ、鎌倉

青年会議所のメンバー、ご指導いただいた全ての皆様に深く御礼申し上げ出向者報告とさ

せて頂きます。一年間有難うございました。 

 

拡大アカデミー委員会    委員  西崎 肇 

 

 本年度、私は日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会拡大アカデミー委員会に委

員として出向させて頂きました。当委員会が開催した公開委員会では、「ＪＣＩ Ｉｍｐ

ａｃｔ」を私の経営する店で開催しましたが、１年間の委員会活動の中で自分が思ったよ

りも出席できず、自ら志願したにも関わらず、昨年の副委員長の経験を活かせなかったこ

とは大変残念に思っております。 

 最後になりますが、出席が芳しくない私をいつも温かく迎えてくれた小林委員長をはじ

めとする拡大アカデミー委員会の皆様、出向の機会をくださいました潮見理事長をはじめ

とする鎌倉青年会議所のメンバーの皆様に、深く御礼を申し上げ、出向者報告に代えさせ

て頂きます。１年間ありがとうございました。 
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事務局      運営委員 磯野 享史 

 

 ２０１９年度は神奈川ブロック事務局へ出向しました。 

神奈川ブロックで行われる会議の設営から運営まで裏方役として、滞りなく準段取りをし

ていくのがお役目であり、常に完璧な運営を求められ、全員が各々の役割をこなし、連携す

ることが重要であると思います。 

事務局長の松永君をはじめ、各ＬＯＭの方々集まり、協力する姿勢から多くの学びを得るこ

とが出来ました。 

 

事務局      運営委員 今村 広太郎 

 

 私は本年度、神奈川ブロック協議会事務局運営委員として出向の機会を賜りました。当Ｌ

ＯＭから、ブロック会長が輩出される貴重な時期に、会議運営のサポートをはじめ、組織基

盤の下支えをする事務局に配属されましたことは、とても有意義であり自分自身の成長の

糧となりました。また、出向することにより、自らのＬＯＭを客観視することができました。

そこで得た知識や見識をＬＯＭに持ち帰り、これからの活動に繋げていきたいと思います。

そして何よりも、出向は多くの出会いがあり、共に出向した当ロムの仲間の皆様にも恵まれ

充実した経験を積むことができました。これまでの１年間、若輩者の私を、あたたかく迎え

て下さいました出向先のブロック会長、運営専務、事務局長と多くの仲間の皆様と、私の背

中を押して出向させて下さいました潮見理事長をはじめ、ＬＯＭの仲間の皆様には大変お

世話になりましたことを衷心より感謝を申し上げ、出向者報告とさせていただきます。 

 

事務局      運営委員 奥西 希生 

 

 ２０１９年度、私は神奈川ブロック協議会の事務局運営委員として出向させて頂きまし

た。神奈川ブロック協議会で運営や設営といった担いを行う中で、多くの気づきと学びを得

ることが出来ました。 

 出向という機会を頂きました潮見理事長をはじめ、鎌倉青年会議所のメンバー、ご指導頂

いたすべての皆様に深く御礼申し上げ出向者報告とさせて頂きます。一年間有難うござい

ました。 
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事務局      運営委員 根本 紗央里 

 

 ２０１９年は日本青年会議所関東地区神奈川ブロック協議会に出向させていただき、事

務局委員を経験させて頂きました。 

報告といたしまして、まず全体会議の設えや会員会議所会議、役委員会議の会議の設え、そ

して会長のアテンド等を努めました。全体会議ではホテル会場照明を第１回、第２回と担当

し、初めての事務局への出向で会議の行い方、裏方の担いなど沢山のことを勉強させていた

だきました。 

鎌倉青年会議所理事長はじめたくさんのメンバーにご支援いただき、無事担いを終える こ

とができましたことをこの場をおかりしまして御礼申し上げます。 一年間大変お世話にな

りました。 

 

事務局      運営委員 松原 洋平 

 

 ２０１９年度、私は神奈川ブロック協議会に事務局の運営委員として出向させていただ

きました。神奈川ブロック協議会では運営や設営といった設えを準備する中で、様々な気づ

きや学びを得ることができました。 

 出向という機会を頂きました、鎌倉青年会議所理事長をはじめ、メンバー、ご指導いただ

いたすべての皆様に深く御礼を申し上げ、出向者報告とさせていただきます。一年間ありが

とうございました。 
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